
第３回目の重点地区は稲井小学校でした。実

施にあたり、及川校長先生と佐々木先生から今

回の「学校区パトロール」の意義を含め、日常的

な安全意識と実践行動の大切さのお話があり、

児童３３５名は真剣に耳を傾けていました。 

当日は、雨天にもかかわらず、ネットワーク会

議座長、委員（警察署員、生コン組合、建設業者

等）、行政委員、民生児童委員、少年補導員、教

育委員会等々多くの皆さんに参加していただき

ました。多くの市民の皆さんの「見守り」が不審

者対策では大切です。今後とも、児童の下校時間

帯を含め、ウオーキング等日常活動での「ながら

見守り」へのご協力をお願いいたします。 

 

 

 

少年センターだより 
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川開き特別街頭補導（7月 31日、８月1日） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回学校区パトロール（稲井小学校） 
 １０月の第３木曜日１８日を基準日として、今年度第３回目の不審者対策学校区パトロールが行

われました。学校区パトロールは、石巻市ＰＴＡ協議会や市内各警察署、小・中学校長会、民間企

業等で組織する「不審者対策ネットワーク会議」の主催で実施されています。ねらいは、不審者に

対しての注意を喚起するとともに、学校区内のパトロールを通して危険箇所や防犯上問題となる箇

所を確認することにあります。第３回目のパトロールは、市内３２校参加のもと実施されました。 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

                       下校中継点で保護者に見守られる児童（稲井小） 

 

 今年も盛大に川開き祭りが開催されまし

た。祭りには大勢の市民の皆さんととも

に、多くの子どもたちの姿もありました。

様々なイベントがあり、友達と楽しい思い

出づくりの一方、危険な誘惑もあります。 

 少年センターでは、毎年「青少年健全育

成」の観点から、川開き祭りに特別街頭補

導を実施しています。今年も、地域班少年

補導員の方々から協力者を募り、臨時に街

頭補導班を編成、7月31日と8月1日の

両日に街頭補導を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度、１０班４０名の少年補導員の方々に協力いただきました。昼夜二部構成にて、祭りの

会場となった、駅前・立町・アイトピア通り・花火打ち上げ会場近辺等を班毎に巡回しました。

今年度の川開き祭りは、両日とも猛暑日となりましたが、例年以上に小学生や中学生、高校生の

姿が目に付きました。補導員の方々には、連日の暑い中、出会った子どもたちに優しく声を掛け

ていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 



＝ 犯罪に巻き込まれないための５つの約束 ＝ 

「いかのおすし」 を教えましょう。 

○ついていかない⇒（知らない人についていかない） 

○のらない⇒（知らない人の車にのらない） 

○おおごえをだす⇒（怖いときは大声をだす） 

○すぐににげる⇒（危ないと思ったらすぐに逃げる） 

○しらせる⇒（近くに人に知らせる） 

 

 

 

不審者出没情報（平成３０年４月～１０月） ２９件 

※ 不審者出没情報については、小・中・高校生のみ掲載（石巻市教育委員会経由→石巻市少年センター集計）。 

※ 中学校区分類「その他」は、ＪＲ車両・バス運行中の事案で場所が特定できない場合。 

 上記の表は、石巻市内の不審者出没情報を中学校区ごと、行為別に集計したものです。今年度４月

から１０月までの合計は、２９件でした。不審者出没の時間帯は、登下校時がほとんどであり、石巻・

住吉・蛇田中学校区など、商店街・住宅密集地区に多く、行為別では、「つきまとい」「声掛け」が全

事案の６５％を占めています。隣接の東松島市でも一般女性を含め、小・中・高校生への不審者事案

(１１件)が毎月発生しています。「暴行」を含めた悪質な事案も数件発生しており、注意が必要です。 

 不審者は、一人の子どもをねらい、「つきまとい」「声掛け」などを行っています。様々な事情から

一人で登下校等させざるを得ない場合もありますが、できるだけ一人を避けることが最善の策です。 

○『子どもの「一人区間」等の「見守り空白地帯」での危険除去には、従来からの「見守り巡視活動」

とともに、多様な世代や事業者が日常活動にて気軽に実施できる地域内「ながら見守り」等の推進が必要

です。』（内閣府：①「登下校防犯プラン」本年６月、警察庁・文部科学省から関連通達 ７月）  

「ながら見守り」：住民がウオーキング・ジョギング・犬の散歩・買物等の日常活動、運送業者等が事業

活動において防犯の視点で地域を見守ること。※①５月の新潟小２女児誘拐殺害・線路上遺棄事件後に提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演題「糸が紡ぐ 人の繋がり」 
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つきまとい １ １ ・ ・ ３ ・ ・ ２ ２ ・ １ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 11 

露  出 １ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ 

連れ去り ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ０ 

声 掛 け １ ４ ・ ・ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ８ 

盗  撮 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 

暴  行 １ １ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ 

そ の 他 ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４ 

合  計 ６ ６ ０ ０ ６ １ ０ ３ ３ ０ １ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 29 

全国子ども・若者育成支援強調月間 

11月は「子ども・若者育成支援の 

強調月間」です。石巻市少年センター

でも、子ども若者支援の一環として、

この期間中（基準日１１月１日）に市

内一斉街頭補導を実施しました。 

 

 

 

えｂｂ 

石巻市青少年健全育成講演会 

 青少年育成講演会が、１１月３日（土）に市防災センタ 

ーを会場に開催されました。今回は、手刺繍作家で国際平 

和美術協会特別会員の星野真弓さんをお招きしました。 

震災後、長期にわたり手刺繍をとおして、人々と関わり 

続けた経験から「心の癒しの大切さ」「子どもへの優しい育

み」等についてのお話いただきました。講演後には、多く

の来場者が展示４作品を堪能しており、文化の日にふさわ

しい講演内容でした。 

※定期的に市内仮設住宅、小学校にて刺繍教室を開講。 

 

 

 

 

 

 

 

 


